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4 ）英語テキストは、Elizabeth Ammons編のUncle Tom's 
Cabin; or，Life Among the Lowlyを用いる。日本語訳は、
主として、1998年に明石書店から出版された小林憲二監
訳を用いる。しかし、場合によって、拙訳を用いている
部分もあるし、1967年に旺文社文庫として出版された大
橋吉之輔訳、1966年に角川文庫として出版された山屋三
郎・大久保博訳、1952年に新潮文庫として出版された吉
田健一訳を用いている部分もある。引用は、本文中に、
英語の頁数と日本語の頁数の順序で示す。訳者名を特に
明記していない場合は、小林監訳である。
5 ）拙稿「H.B.ストウ『アンクル・トムの小屋』におけるオー
ガスティン・セント・クレアのキリスト教について」の
注（ 8 ）を参照。
6 ）サント・ドミンゴは、フランスの植民地であったが、
黒人たちによる奴隷解放と独立のための運動を通して、
1804年世界初の黒人共和国・ハイチとして独立した。浜
忠雄　『ハイチの栄光と苦難–世界初の黒人共和国の行方
–』　刀水書房、2007年、14頁、22頁。
7 ）大和田英子　「空白の領域–モダニズムとカリブ海域」『カ
リブの風–英語文学とその周辺–』　風呂本惇子編著、鷹書
房弓プレス、2004年、32–33頁。
8 ）大野美砂　「『アンクル・トムの小屋』とアメリカ・ヨー
ロッパ・ハイチ・リベリア」『越境する女–19世紀アメリ
カ女性作家たちの挑戦』　倉橋・辻・木戸編、開文社出版、
2014年、170頁。
9 ）大野、176頁。
（もりた・みちよ　聖学院大学大学院客員教授）
